
平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

一

四

六

号

集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美
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集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
に
関
す
る
質
問
主
意
書

内
閣
法
制
局
作
成
の
「
憲
法
関
係
答
弁
例
集
」
（
二
〇
一
四
年
四
月
二
十
三
日
、
辻
元
清
美
に
提
出
）
は
、
憲
法
九
条
解
釈

に
関
し
て
政
府
が
答
弁
す
る
場
合
に
必
要
な
論
理
と
資
料
に
つ
い
て
、
内
閣
法
制
局
が
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
該
資
料
に
は
下
記
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（
�
）

「
自
衛
権
発
動
の
三
要
件
」
は
、
「
①
我
が
国
に
対
す
る
急
迫
不
正
の
侵
害
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
武
力
攻
撃

が
発
生
し
た
こ
と
、
②
こ
の
場
合
に
こ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
他
の
適
当
な
手
段
が
な
い
こ
と
、
③
必
要
最
小
限
度

の
実
力
行
使
に
と
ど
ま
る
べ
き
こ
と
」
（
同
一
三
頁
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
我
が
国
の
自
衛
権
の
発
動
が
許

さ
れ
る
の
は
、
我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
」
（
同
二
四
頁
）
。

（
�
）

憲
法
九
条
第
一
項
の
「
武
力
の
行
使
」
と
は
、
「
基
本
的
に
は
、
我
が
国
の
物
的
・
人
的
組
織
体
に
よ
る
国
際
的

な
武
力
紛
争
の
一
環
と
し
て
の
戦
闘
行
為
」
（
同
四
三
頁
）
で
あ
り
、
「
武
器
の
使
用
を
含
む
実
力
の
行
使
に
よ
る

概
念
」
（
同
四
九
頁
）
で
あ
る
。
「
同
条
の
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
『
武
力
の
行
使
』
は
、
い
わ
ゆ
る
自
衛

権
発
動
の
三
要
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
以
外
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
」
（
同
四
九
頁
）
。

（
�
）

憲
法
九
条
第
一
項
の
「
国
際
紛
争
」
と
は
、
「
国
家
ま
た
は
国
家
に
準
ず
る
組
織
の
間
で
特
定
の
問
題
に
つ
い
て

一



意
見
を
異
に
し
、
互
い
に
自
己
の
意
見
を
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
対
立
し
て
い
る
状
態
を
い
う
」
（
同
二
六
三
頁
）
。

（
�
）

憲
法
九
条
第
二
項
が
否
認
し
て
い
る
「
交
戦
権
」
は
、
「
交
戦
国
が
国
際
法
上
有
す
る
種
々
の
権
利
の
総
称
で

あ
っ
て
、
相
手
国
兵
力
の
殺
傷
及
び
破
壊
、
相
手
国
の
領
土
の
占
領
、
そ
こ
に
お
け
る
占
領
行
政
、
中
立
国
船
舶
の

臨
検
、
敵
性
船
舶
の
だ
捕
等
を
行
う
こ
と
を
含
む
も
の
」
（
同
一
四
三
頁
）
で
あ
る
。
他
方
、
我
が
国
は
「
自
衛
権

の
行
使
に
当
た
っ
て
は
、
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
実
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
当
然
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
行
使
は
、
交
戦
権
の
行
使
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
」
（
同
一
四
三
頁
）
。

（
�
）

「
集
団
的
自
衛
権
」
は
「
我
が
国
に
対
す
る
急
迫
、
不
正
の
侵
害
に
対
処
す
る
も
の
で
は
な
く
、
他
国
に
加
え
ら

れ
た
武
力
攻
撃
を
武
力
で
阻
止
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
国
民
の
生
命
等
が
危
機
に
直
面
し
て

い
る
状
況
下
で
（
個
別
的
）
自
衛
権
を
行
使
す
る
場
合
と
は
異
な
り
、
武
力
の
行
使
を
禁
じ
た
憲
法
第
九
条
の
下
で

な
お
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
る
法
的
根
拠
は
な
い
か
ら
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
憲
法
上
許
さ

れ
な
い
」
（
同
一
五
一
〜
一
五
二
頁
）
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

日
本
が
同
盟
関
係
に
あ
る
Ａ
国
に
対
し
、
Ｂ
国
が
武
力
攻
撃
を
行
っ
た
場
合
、
日
本
が
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し
て
Ｂ
国

二



を
攻
撃
し
た
場
合
は
、
現
時
点
で
は
日
本
と
交
戦
状
態
に
な
い
Ｂ
国
に
対
し
、
日
本
か
ら
先
制
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
に
な

り
、
日
本
と
Ｂ
国
は
交
戦
状
態
に
な
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
ま
た
そ
の
場
合
は
自
動
的
に
、
日
本
は
国
際
紛
争
（
国
家

ま
た
は
国
家
に
準
ず
る
組
織
の
間
で
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
異
に
し
、
互
い
に
自
己
の
意
見
を
主
張
し
て
譲
ら
ず
、

対
立
し
て
い
る
状
態
）
の
当
事
者
と
な
る
た
め
、
憲
法
第
九
条
第
一
項
が
放
棄
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
国
際
紛
争
を
解
決
す

る
手
段
と
し
て
」
の
「
武
力
の
行
使
」
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
第
九
条
第
一
項
に

お
け
る
「
国
際
紛
争
」
を
「
日
本
が
当
事
者
で
あ
る
国
際
紛
争
」
と
解
し
た
と
こ
ろ
で
、
「
武
力
の
行
使
」
は
で
き
な
い
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

二

安
倍
総
理
大
臣
の
質
問
に
対
し
、
内
閣
法
制
局
は
「
憲
法
解
釈
に
お
い
て
政
府
が
示
し
て
い
る
、
必
要
最
小
限
度
を
超
え

る
か
超
え
な
い
か
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
数
量
的
な
概
念
な
の
で
、
そ
れ
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
我
が
国
の
防
衛
の

た
め
に
必
要
な
場
合
に
は
そ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
と
い
う
の
も
解
釈
の
余
地
が
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
御
質
問
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
（
略
）
お
尋
ね
の
集
団
的
自
衛
権
と
申
し
ま
す
の
は
、
先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
我
が
国
に
対
す
る

武
力
攻
撃
が
発
生
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
国
の
た
め
に
実
力
を
行
使
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
申
し

上
げ
ま
し
た
自
衛
権
行
使
の
第
一
要
件
、
す
な
わ
ち
、
我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
こ
と
を
満
た
し
て
い
な
い

三



も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
従
来
、
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
、
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
を

超
え
る
も
の
と
い
う
説
明
を
し
て
い
る
局
面
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
こ
の
第
一
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
い
う
趣
旨

で
申
し
上
げ
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
意
味
で
、
数
量
的
な
概
念
と
し
て
申
し
上
げ
て
い
る
も
の

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
」
（
秋
山
收
内
閣
法
制
局
長
官
、
二
〇
〇
四
年
一
月
二
十
六
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
）
と
答
弁
し

て
い
る
。

し
か
し
、
安
倍
総
理
大
臣
は
当
該
答
弁
の
後
も
こ
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
。
「
そ
こ
で
、
こ
の
答
弁
の
際
に
も
、
言
わ

ば
こ
の
概
念
と
し
て
、
絶
対
概
念
で
は
な
く
て
量
的
概
念
と
し
て
必
要
最
小
限
を
超
え
る
と
い
う
当
時
は
判
断
を
し
て
い
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
」
（
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
、
二
〇
一
三
年
五
月
八
日
、
参
議
院
予
算
委
員
会
）

「
数
量
的
概
念
」
と
す
る
安
倍
総
理
大
臣
の
見
解
と
、
「
第
一
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
い
う
趣
旨
」
と
す
る
内
閣
法

制
局
の
見
解
と
、
ど
ち
ら
が
「
当
時
」
の
政
府
見
解
か
。
ま
た
、
「
現
在
」
の
政
府
見
解
は
ど
ち
ら
か
。

三

安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築
に
関
す
る
懇
談
会
の
北
岡
伸
一
座
長
代
理
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
二
十
一
日
に
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
記
者
発
表
で
、
「
（
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
）
世
界
中
で
行
使
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
る
国
は
私

の
知
っ
て
い
る
範
囲
で
日
本
だ
け
」
と
述
べ
て
い
る
。

四



一
方
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
下
記
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
。

「
例
え
ば
永
世
中
立
条
約
を
持
っ
て
お
り
ま
す
ス
イ
ス
は
、
他
国
と
結
び
つ
い
て
武
力
で
自
国
を
防
衛
す
る
あ
る
い
は
他

国
を
自
分
の
武
力
で
防
衛
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
国
家
も
集
団
的
自

衛
権
を
放
棄
し
て
い
る
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。
」
（
一
九
八
八
年
三
月
二
十
三
日
の
衆
議
院
外
務
委

員
会
、
斉
藤
邦
彦
外
務
省
条
約
局
長
）

安
倍
政
権
の
認
識
で
は
、
日
本
以
外
に
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
認
め
て
い
な
い
国
は
存
在
す
る
か
。

右
質
問
す
る
。

五


